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1. 緒 言

著者 ハ既 ニRatte及 ビMaus胎 兒 ニ就 テ先 人

ノ未 ダ試 ミザ リシJacobson'sches Organノ 形

態學 的 發生 ニ關 シ系統 的 ニ其 ノ檢 索 ヲナ シ,所 期

ノ 目的 ヲ達 成 シ テ諸賢 ノ御 批 判 ニ愬 ヘ タ リシ ガ更

ニ3タ ビMeerschweinchenノ 胎兒 ニ 於 テ其 ノ

檢 索 ヲ試 ミタル ヲ以 テ茲 ニ追 加 發 表 ヲナ シ江 湖 ノ

御批 判 ヲ仰 ガ ン トス.

2. 材料及ビ研究方法

研究材料 トシテ海〓胎兒 ヲ使用 セ リ.即 チ種

種 ナ ル 發 育 階梯 ノ海 〓 胎 兒 ヲ集 メ 之 ヲFormol-

Alkoholニ テ 固定 シ,之 ニBoraxkarminニ ヨル

Stuckfarbungヲ 施 シ,10-20μ ノParaffin連

續 横 斷 切 片 ヲ作 製 セ リ.又Paraffin切 片 作 製 後

Haematozylin-Eosin重 複 染 色 ヲ施 シ タル モ ノ モ

ア リ,カ カル連 續 切片 ヲ仔 細 ニ觀 察 シ,本 研 究 ニ

必 要 ナル8階 梯 ヲ選 出 シ テ之 ニ組 織 學 的 觀 察 ヲ試

ミル ト同 時 ニ必 要 ナ ル部 分 ヲEdinger氏 ノZei-

chenapparatニ ヨリテ擴 大描 寫 シ,Born-Peter

氏 法 ニ ヨ リ複 成 蝋 模 型 ヲ作 製 シ テ 併 セ 觀 察 セ

リ.

3. 自 己 所 見

第1階 梯 Nr.3 (Sch-St-L. 7mm)

聽原基ハ内淋巴管稍々伸長シ既ニ半規管嚢原基

ヲ現 ハ シ,肺 原基 ハ其 ノ氣 管 左 右 氣管 枝 ニ分岐 ス.

嗅原基ハ前腦胞頭端ニ相當スル部ニ於テ前頭突起

ノ左右兩側ニ稍々深イ嗅窩 トシテ陷入シ,嗅 窩尾

端 ノ1部 ニ於 テ僅 ニ絞 扼現 象 ヲ現 ハ シ テ嗅 嚢 タラ

ン トスル 初 兆 ヲ現 ハ ス.而 シ テ コ ノ嗅 窩 全體 ノ形

ヲ觀 レバ其 ノ中 央部 少 シク 狹隘 ニ シテ頭 尾 兩端 ニ

於 テ膨 隆 スル ガ故 ニ恰 モ瓢 箪 ノ如 キ形 ヲ呈 ス.又

嗅 窩壁 ハ厚 ク シテ3-4層 ノ圓 柱 上皮 細 胞 ヨ リ成

ル.而 シテ嗅窩内側壁ノ口方部ニ於テ其ノ腹背徑

ニ 於 ケ ル 中央 部 ヨリ稍 々腹 方 ニ偏 スルー 部 ハ背 内

方 ニ向 ツテ陷 凹 シ,コ ノ陷 凹部 ニ於 ケル嗅窩壁 ハ

著 シク厚 ク シ テ多 層 圓柱 半 皮 ヨ リ成 リ一 見 シテ他

ノ部 ト區 別 スル ヲ得.コ レ即 チ海〓 胎 兒 ニ於 ケル

Jacob. Organ原 基 ナ リ.而 シテ コ ノJac. Organ

原基 壁 ノ厚 サハ 該 陷 凹 ノ中央 部 ニ於 テ最 モ厚ク其

ノ部 ヨ リ周 邊 部 ニ向 ツテ漸 次 減 少 ス(Fig. 1).
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Fig. 1.

Nr. 3.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des Jacobson'schen Organs vom Stadium 1.

今之 ヲ模型 ニ就 テ觀察 スル ニ嗅 窩 尾方 部 ハ既 ニ

絞扼セ ラレテ嗅嚢 形 成 ノ初 兆 ヲ現 ハ スモ 嗅嚢 ハ未

ダ廣 ク外 界 ニ交通 ス.コ ハ嗅嚢 内面 ヲ觀 察 スル ニ

其 ノ内側壁 ノ口方 部 ニ於 テ 口尾 ノ方 向 ニ走 ル1縱

溝 ア リテ嗅 嚢 内側 壁 ノ腹 背 徑 ニ於 ケル 中 央部 ヨ リ

稍 々腹側 寄 リノ部 ヲ走 ル.コ ノ縱 溝 ハ切 片數 枚 ヨ

リ數 フ レバ 凡 ソ280μ ノ長 サ ヲ有 シ,其 ノ略 ボ 中

Fig. 2.

Nr. 3.

der Model dea Jacob'schen Organa . Ventromedialer
ansicht vom Stadium 1. Vergr. 100 fach. (links).

央 部 ニ於 テ深 サ幅 共 ニ最 大 ニ シテ 口方 端,尾 方 端

ニ向 ツテ漸 次 深 サ幅 ヲ減 少 シテ嗅 嚢 壁 ニ移 行 シ全

體 トシ テ 口尾 ノ方 向 ニ長 徑 ヲ有 スル長 橢 圓 形 憩 室

状 膨 出 トシ テ現 ハ ル.コ レ即 チJacob. Organ原

基 ナ リ.從 ツ テ コ レ ヲ嗅 嚢 外 面 ヨ リ觀 レバ,長 橢

圓 形 ノ膨 隆 トシ テ認 メラル(Fig. 2, 3).

Fig. 3.

Nasenhohle.

Nr. 3.

der Model des Jacobson'schen Organs .

dor salansicht vom Stadium 1. Vergr.

100 fach. (links).
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第2階 梯 Nr.7 (Sch-St-L. 8mm)

嗅 嚢 ノ絞 扼 現 象 ハ 次 第 ニ進 展 シ ツ ツア リ.Jacob.

Organ原 基 ハ嗅 嚢 内 側 壁 ノ口方 端 ヨ リ 尾方 ニ 向

ヒ,嗅 嚢 口 尾徑 ノ略 ボ中 央 ヨ リ稍 々尾方 ニ迄 及 ブ

嗅嚢 内 側壁 ノ縱 溝 状 ノ膨 出 トシ テ現 ハ レ其 ノ膨 出

ノ度 ハ 口方 ヨ リ尾方 ニ向 フ ニ從 ツ テ次 第 ニ深 ク 且

膨 出 ノ方 向 ハ背 内方 ニ向 フ.而 シテ該 原 基 ノ幅 ハ

口方 部 ニ於 テ大 ニシ テ尾 方 部 ニ向 ツテ次 第 ニ減 少

ス.

Fig. 4.

Nr. 7.

der Model des Jacobson'schen Organs.

Ventralansicht vom Stadidium 2. Ve-

rgr. 100 fach. (links).

今 之 ヲ模 型 ニ就 テ觀 察 スル ニJachbson氏 器 官

ハ嗅 窩 内壁 ニ於 テ其 ノ腹 背 徑 ニ於 ケル 中 央部 ヨ リ

稍 々腹 方 ニ偏 スル部 ヲ其 ノ口方 端 ヨ リ嗅 窩 ノ長 徑

ニ沿 ヒ テ尾方 ニ向 ツ テ長 キ半 圓 〓 状 ノ膨 出 トシ テ

現 ハ レ,其 ノ膨 出 ノ度 ハ 尾方 ニ 向 ッ テ次 第 ニ増 大

シ,其 ノ尾端 ハ嗅 窩 壁 ヨ リ一 部 絞 扼 セ ラ レテ分 離

ス.從 ツ テJacobson氏 器官 ノ長 徑 ハ嗅 窩壁 ニ對

シ テ 口方 ニ於 テ尖鋭 ナル 鋭 角 ヲ呈 シ,其 ノ尾方 内

ニ 向 フ位 置 ヲ取 ル.即 チJacob.氏 器 官 ハ嗅 窩 内

壁 ノ膨 出 トシ テ其 ノ初 兆 ヲ現 ハ スモ其 ノ膨 出 ノ度

ハ 尾方 部 ニ於 テ 大 ニシ テ コ ノ階 梯 ニ於 テ コノ尾方

部 ノー 部 嗅 窩 壁 ヨ リ絞 扼 セ ラ レテ管 腔 ヲ形 成 セ ン

トスル傾 向 ヲ現 ハ ス.而 シ テJacob.器 官原基 ノ

長 サ ハ模 型 ニ於 テ計 測 スル ニ37mm其 ノ最 大横

徑17mmヲ 有 シ,其 ノ横 徑 ハ 口方 ニ大 ニシテ尾

方 小 ナ リ.而 シ テ該器 官原 基 尾 端 ノ嗅 窩壁 ヨ リ絞

扼 セ ラ レタル部 ヲ仔 細 ニ觀 察 ス レバ其 ノ背側 部 ハ

嗅 窩 壁 トノ間 ニ深 キ溝 ヲ現 ハ シ テ深 ク絞 扼 セ ラル

ル モ其 ノ腹 側 ハ緩 カニ嗅 窩壁 ニ移 行 ス.因 ツテ コ

ノ部 ノ絞 扼 ハ 其 ノ背 側部 ヨ リ開始 セ ラル ル ヲ知 ル.

而 シ テJacob.器 官 ノ組 織 學 的所 見 ヲ見ル ニ其 ノ

上皮 ハ 多層 圓 柱 上皮 ニ被 ハ レ極 メテ厚 キ上 皮 ヨ リ

成 ル モ,殊 ニ其 ノ原基 陷 凹 部 ノ中心 部 ニ於 テ最 モ

厚 キ 上 皮 ヲ表 ハ ス.又 其 ノ尾 端絞 扼 部 ノ先 端 ハ細

胞 充 實 シテ未 ダ管 腔 ヲ現 ハ サ ズ圓柱 状 細 胞 ノ放 線

状ニ 排 列 スル ヲ見 ル(Fig. 5).

Fig. 5.

Nr. 7.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des Jacobson'schen Organa vom Stadium 2.
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第3階 梯 Nr. 8 (Sch-St-L. 10.5mm)

コノ階梯 ニ於 テ ハ鼻 腔 ニ副鼻 腔 出現 ス.Jacob.

Organハ 鼻 腔 内 側壁 ノ腹 背 徑 ニ於 テ稍 々腹 側 ニ偏

スル部 ニ於 テ其 ノ 口方 端 ヨ リ鼻 腔 長 徑 ノ1/2ノ 部

ニ亙 リテ半 圓〓 状 ノ膨 出 トシテ 出現 シ,其 ノ口方

部1/2部 ハ鼻 腔 ニ開放 シ テ 交 通 スル モ其 ノ尾 方1/2

部 ハ鼻腔 壁 ヨ リ絞扼 セ ラ レテ單 管 状 ヲ呈 ス.而 シ

テ其 ノ上 皮 ノ状 ハ前 階 梯 同 樣 多 層 圓柱 上皮 ヨ リ成

ル モ其 ノ尾方 部 絞 扼 セ ラ レテ單 管 状 ヲ呈 セ ル部 ヲ

仔 細 ニ觀 察 ス レバ,コ ノ部 ノ尾 半 部 ハ 充實 セ ル細

胞 塊 ヲナ シ,且 其 ノ細 胞 放 線 状排 列 ヲナ ス.而 シ

テ コ ノ部 ノ口方 部 ハ 口方 ニ向 ツテ漸 次 管腔 ヲ擴 大

シ テ遂 ニ鼻 腔 ニ交通 ス(Fig. 6).

Fig. 6.

Nr. 8.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des Jacobson'schen Organs vom Stadium 3.

今 之 ヲ模 型 ニ就 テ觀 察 スル ニJacob. Organハ

鼻腔 内壁 ノ口方 端 ニ廣 キ開 口 ヲ以 テ交 通 スル 單 管

状 ヲ呈 シ,其 ノ長 軸 ハ 口方 ヨリ尾 内方 ニ向 ヒ其 ノ

口方端 ニ於 テ鼻腔 内壁 ト鋭 角 ヲナ ス 而 シ テ其 ノ

全長 ヲ通 ジテ凸 面 ヲ腹 外 方 ニ向 ケ タ ル緩 キ弧 ヲ描

キ其 ノ口方1/2部 ヲ以 テ鼻腔 内腔 ニ 開 放 シ テ 之 ト

交通 シ,其 ノ尾方1/2部 ハ鼻 腔 壁 ヨ リ絞扼 セ ラ レテ

單管状 ヲ呈 シ尾瑞 盲 端 ニ終 ル(Fig. 7).

第4階 梯 Nr. 23 (Sch-St-L. 11mm)

本階梯ニ於テハ副鼻腔盆々發育シ,鼻 中隔軟骨

原基前軟骨ノ域ニアルモ其 ノ細胞體極メテ増大シ

Fig. 7.

Nr. 8.

der Model des Jacobson'schen Organs .
Ventromedialansicht vom Stadium 3.
Vergr. 100 fach. (links).
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泡 状 ノ核 ヲ具 ヘ テ軟 骨細 胞 ノ所 見 ヲ現 ハ ス.

Jacob. Organハ 本 階 梯 ニ至 リテ鼻 腔 壁 ヨ リノ

絞 扼 現 象 ヲ完 了 セ ル モ ノ ノ如 ク鼻 腔 内壁 ノ 口方 端

ニ開 口 シ テ之 ヨ リ尾 内方 ニ向 ッ テ管 状 ヲ呈 シ テ延

長 突 出 ス.而 シテ其 ノ横 斷 面 ヲ觀 察 スル ニ尾 方 部

バ 一般 ニ背 外 方 ヨ リ内腹 方 ニ其 ノ長 徑 ヲ表 ハ ス橢

圓 形 ヲ呈 シ,從 ツテ 其 ノ内腔 モ扁平 ナ ル形 ヲ表 ハ

シ其 ノ外 側 壁 輕 度 ノ陷 入 ヲ現 ハ シテ 且 コ ノ部 ノ壁

ハ 他 ノ部 ニ比 シ テ少 シク薄 キ ヲ認 ム.コ ノ部 ヨ リ

口方 ニ向 ヒテ該 器 官原 基 ノ中央 部 ニ至 レ バ其 ノ横

斷 面 ハ漸 次 大 トナ リ,其 ノ外 側 壁 ノ陷入 著明 トナ

リ,且 外 側 壁 薄 壁 ヲ現 ハ ス.之 ニ 反 シ テ 内側壁 ハ

極 メテ厚 キ多 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル壁 ヲ表 ハ ス.從

ッテ コ ノ部 ノ横 斷 面 ハ 腎臟 形 ヲ呈 シ又 其 ノ内腔 ハ

弦 月 形 ヲ呈 ス.コ ノ部 ヨ リ口方 ニ向 フニ從 ヒ其 ノ

外 側壁 ノ陷 凹 ハ次 第 ニ消 失 シ テ漸次 斷 面 圓 形 ヲ呈

スル ト共 ニ其 ノ大 サ ヲ減 ジ且又 壁 ハ 内外 ニ於 ケル

差 ヲ失 ヒテ漸 次 一 樣 ニ菲 薄 トナル.即 チ コ ノ部 ハ

Ausfuhrungsgangニ シ テ コノ部 ノ先 端 ヲ以 テ鼻

腔 内壁 ノ 口方 端 ニ開 ク(Fig. 8).

Fig. 8.

Nr. 23.

Querscnnitt durch den mittelen Abschnitt dea

Jacobson'schen Organs vom Stadium 4.

之 ヲ模 型 ニ ツキ觀 察 スル ニJacob. Organハ 鼻

腔 内壁 ノ 口方端 腹 方 部 ニ開 口 シ テ之 ヨ リ鼻 腔 内 壁

ニ鋭 角 ヲ呈 シ テ 内尾 方 ニ向 フ管 状 ヲ呈 スル モ其 ノ

口方 端 ノ1部 ハ圓 管 状 ヲ呈 シ テ小 ニ シテAusfu-

hrungsgangノ 初 兆 ヲ現 ハ シ,其 ノ他 ノ大 部 ハ 膨

大 シ テ該 器 官 體 部 ヲナ ス.即 チ コ ノ階梯 ニ於 テハ

コノ體 部 トAusfuhrungsgangト ノ區別 ヲ判 別 シ

得 ル ニ至 ル,而 シ テ體 部 トAusfuhrungsgangト

ノ移 行 部 ニ於 テ該 器 管 ハ 凸 面 ヲ内腹 方 ニ 向 ケ テ彎

曲 ス.又 體 部 バ一 般 ニ背 内方 ヨ リ腹外 方 ニ壓 平 セ

ラ レタル ガ如 キ扁 平 ナ ル形 ヲ現 ハ シ,且 腹側縁 ハ

略 ボ 直線 ヲ呈 スル モ背 側縁 ハ膨 隆 シ テ 曲線 ヲ呈

ス.又 體 部 ノ外 側 面 中 央 部 ニハ其 ノ長 軸 ニ沿 フテ

走 ル1縱 溝 ヲ現 ハ シ,コ ノ縱 溝 ハ體 ノ中央 部 ニ於

テ最 モ深 ク 口尾 兩端 ニ漸 次 淺 ク ナ リテ消失 ス.而

シ テ前 述 ノ如 ク扁 平 形 ヲ呈 スル モ其 ノ中央部 ニ於

テ最 モ膨 大 シ,口,尾 兩端 ニ向 ツ テ漸 次 小 トナ リ,

尾端 ハ 盲 端 ニ終 ル(Fig. 9).
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Fig. 9.

Nr. 23.

der Model des Jacobson'schen Organs.

dorsolateralansicht vom Stadium 4.

Vergr.100 fach.

第5階 梯 Nr. 2 (Sch-St-Z. 15mm)

本 階梯 ニ於 テハ 鼻 腔 ハ益 々複 雜 ナ ル形 態 ヲ表 ハ

シ,鼻 中 隔軟 骨 ハ尚 ホ前 軟 骨 ノ域 ヲ出 ザ ル モ 其

ノ輪 廓 益 々判 然 トシ テ 軟 骨膜 原 基 ヲ表 ハ ス.又

Jacob. Organノ 外 腹 内 側 ニ 馬 蹄 形 ノJacob.

Knorpel原 基 間 葉細 胞集 積 ノ状 ニ於 テ 出現 ス.

Jacob. Organ原 基 ノ横 斷 面 ノ形 及 ビ其 ノ壁 ヲ形

成 スル上 皮 ノ形 状 ハ前 階 梯 ニ類 似 スル モ 其 ノ横 斷

面 ニ於 ケル 腹 外壁 ニ現 ハ ル ル陷 凹 ハ益 々深 ク ナ リ

且 コ ノ腹 外 壁 ハ菲 薄 ニ シ テ背 内壁 ハ極 メ テ肥 厚 シ

兩者 ノ差 ハ 益 々著 明 トナル(Fig. 10).

之 ヲ模 型 ニ就 キ觀 察 スル ニ,Jacob.Organノ

位置 的 關 係 ハ 前 階梯 ト同樣 ナル モ 前 階梯 ニ比 シテ

其 ノ體 部 著 シ ク増 大 シ,且 體 部 ノ中 央 部 ニ於 テ背

Fig. 10.

Nr. 2.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des Jacobson'schen Organe vom Stadium 5.

方 ニ凸面 ヲ向 ケ テ 緩 カ ニ彎 曲 ス.而 シ テ 體 部 ト

Ausfuhrungsgangト ノ移 行 部 ニ於 テ凸面 ヲ腹方

ニ 向 ケ テ僅 カ ナ ル 彎 曲 ヲ現 ハ スガ故 ニJacob .

Organヲ 側面 ヨ リ見 レバ 極 メテ微 ナルS字 形 轡

曲 ヲ現 ハ ス.從 ツテJacob. Organノ 外 腹 側 ニ現

ハ ル ル縱 溝 モ ソ レニ一 致 スル緩 カナ ル彎 曲 ヲ現 ハ

シ,且 其 ノ深 サ ハ益 々深 クナ ル ト同時 ニ其 ノ兩側

縁 ハ 堤 防 状 ヲ呈 シ テ隆 起 ス.サ レ ド未 ダ附屬 腺 ノ

出現 ヲ見 ズ(Fig. 11).
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Fig. 11.

Nr. 2.

der Model des Jacobson'schen Organs. dorsolateralansicht vom Stadium 5 . Vergr. 100 fach.

第6階 梯 Nr. 11 (Sch.St-L.

17mm)

鼻 中 隔 原基 ハ尚 ホ前 軟 骨 ノ状ニ

ア ル モ 其 ノ軟 骨膜 原基 ハ 益 々著

明 判 然 トナ ル.Jacobson'scher

Knorpelハ 尚 ホJacob. Organ

ノ背 側 ニ於 テ廣 ク開 放 スル 馬 蹄 形

ヲ呈 スル モ未 ダ間 葉 細 胞集 積 ノ域

ニ止 マ ル.

Jacob. Organノ 組 織 學 的所 見

ハ前 階 梯 ニ類 似 スル モ 其 ノ外 腹 側

ノ陷 入 ハ 益 々深 ク且 コ ノ部 ノ壁 ハ

益 々菲 薄 トナ リ2-3層 ノ圓 柱 細

胞 ヨ リ成 リ,Respiratorisches

Epithelヨ リ成 ル.内 背 側 ハ極 メ

テ 肥 厚 シSinnesepithelニ 被 ハ ル.

茲 ニ特 異ナ ル所 見 ハJacob. Organ

ノ尾端 ニ管 状 ノ終 端線 ノ出現 ナ リ.

コ ノ モ ノハ ー層 ノ圓柱 上皮 ニ被 ハ ル(Fig. 12).

之 ヲ模 型 ニ於 テ觀 察 スルニJacob. Organハ

益 々膨 大 シ,殊 ニ其 ノ體 部 ハ 腹 背徑 一層 増 大 シ,

Fig. 12.

Nr. 11.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des

Jasobson'schen Organs vom Stadium 6.

其 ノAusfuhrnngsgangハ 益 々狹 細 ナ ル圓管状 ヲ

呈 ス.從 ツテ該 器 官 ノ體 部 トAuafuhrnngsgang

トノ區 別 極 メテ判 然 ト認 メ得.而 シ テ コノ階梯 ニ
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於 テ特異 ナ ル終 端線 ハJacob. Organノ 體 部 尾端

ノ背側 ヨ リ背 尾方 ニ向 ツ テ延 長 スル單 圓管 状 ニ突

出 ス(Fig. 13).

Fig. 13.

Nr. 11.

der Model des Jacobson'schen Organs.

dorsolateralansicht vom Stadium 6 .

Vergr. 80 fach.

第7階 梯 Nr. 24 (Sch-St-L. 30mm)

本 階 梯 ニ至 レバ 鼻 中 隔 軟 骨 原基 及 ビJacobson-

scher Knorpelハ 共 ニ其 ノ細 胞 全 ク軟 骨細 胞 トナ

リ其 ノ大 ナル 細 胞 體 ノ間 ニ僅 カ ニ軟 骨 基 質 ヲ出現

ス.

Jacob. Organノ 組 織 學 的 所 見 ハ略 ボ前 階 梯 ニ

類 似 スル モ其 ノ凹 陷 ナル 腹 外壁 ハ 益 々菲 薄 トナ リ

テ既 ニ全 ク1層 ノ圓 柱 細 胞 ヨ リ成 ルRespiration-

sepithelニ 被 ハ ル.サ レ ド内側壁 ハ依 然 トシ テ極

メテ肥 厚 セル 多 層圓 柱 上 皮 ヨリ成 ルSinnesepithel

ニ被 ハ ル.而 シテJacob. Organ尾 端 ニ現 ハ ル ル

終 端 腺 ハ 前 階 梯 ニ於 テ只1箇 ノ ミナ リシ モ,コ ノ

階 梯 ニ於 テ ハ數 箇 現 ハ レ(Fig. 14),且Jacob.

Organ中 央部 ニ於 テ其 ノ腹 外壁 ニ現 ハル ル 陷凹 ノ

兩 側 ノ堤 防状 ニ隆 起 スル部 ニ於 テSinnesepithel

トRespirationsepithelト ノ移 行 部 ヨ リ背 尾方 及

ビ腹 尾方 ニ向 フ數箇 ノ背 側 腺,腹 側 腺 ノ出 現 ヲ認

ム.

今 之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニJacob. Organノ 形 態

Fig. 14.

Nr. 24.

Querschnitt durch den oberen Abschnitt des Jacobson'scnen Organs vom Stadium 7.
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Fig. 15.

Nr. 24.

Querschnitt durch den mittelen Abschnitt des Jacobson'schen Organs vom Stadium 7.

ハ前 階 梯 ト同 樣 ナ ル モ,其 ノ背 腹徑 バー 層 増 大 ス

ル ヲ見 ル.而 シ テ前 階 梯 ニ僅 ニ1箇 認 メタル 終端

腺 ハ コ ノ階 梯 ニ於 テ ハJacob.Organニ テハ5箇

ニ増 數 シ,何 レモ單 管状 ヲ呈 スル 直線 状 ニ突 出 セ

ズ シテ多 少 ノ迂 曲 ヲ呈 シ テJacob. Organノ 尾端

ノ全面 ヨ リ尾 方 ニ突 出 ス.又Jacob. Organノ 外

Fig. 16.

Nr. 24.

der Model des Jacobson'schen Organs. Lateralansicht vom Stadium 7. Vergr. 75 fach.
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腹 側面 ニ於 テ其 ノ複 背 兩縁 ノ 中央 部 ヨ リ尾方 ニ亙

ッテ數箇 ノ各 々背 尾方 及 ビ腹 尾方 ニ向 フ腹 側 腺 及

ビ背 側腺 ノ出現 ヲ見 ル.之 等 ノモ ノ モ直 線 状 ヲ呈

スル コ トナ ク多少 ノ屈 曲 ヲ現 ハ ス(Fig. 16).今

之 ヲ算 フ レバ背 側腺 ハ7箇 腹 箇腺 ハ4箇 ヲ認 ム.

第8階 梯 Nr. (Sch-St-L. 56mm)

鼻 中隔軟 骨原 基Jacobson'scher Knorpel共

ニ何 レモ完 全 ニ軟 骨 ノ域 ニ達 ス.

Jacob. Organノ 組 織 學 的所 見 ニ就 テハ前 階 梯

ニ記 セル所 ト大 差 ヲ認 メズ.

模型 ヲ見 ル ニJacob. Organハ 内 外 ノ方 向 ニ壓

平 セ ラ レタル ガ如 キ扁 平 ナ ル 形 ヲ呈 シ,側 面 ヨ リ

之 ヲ觀 レバ 口尾 ノ方 向 ニ長 キ紡 錘 形 ノ腺 體 部 ト其

ノ口端 ニ續 ク體 ノ長 サ ノ1/5ノ 長 サ ニ等 シ キ 狹 細

ナ ル 圓管 状 ノAusfuhrungsgangヨ リ成 ル.而 シ

テ其 ノ外 側面 ニ ハ淺 キ縱 溝 ヲ現 ハ シ コ ノ縱 溝 ハ緩

カナ ルS字 形 屈 曲 ヲ呈 ス.而 シ テJacob. Organ

ノ尾端 ニ現 ハ ル ル 終端 線 ハ左 右 ノJacob. Organ

ニ於 テ共 ニ5箇 現 ハ レ,何 レモ前 階 梯 ニ比 シ テ發

育 延 長 シ テ 其 ノ 最 大 ノ モ ノ ハ75倍 模 型 ニ 於 テ

52mmア リ,且 分岐 ヲ現 ハ ス.背 側 腺 ハ右Jacob.

Organニ 於 テ5箇,左Jacob. Organニ 於 テ5箇

現 ハ レ,最 大 ノモ ノハ模 型 ニ於 テ38mmヲ 算 ス.

コ レニ反 シテ腹 側 腺 ハ 右 側Jacob. Organニ 於 テ

6箇,左 側Jacob. Organニ 於 テ7箇 現 ハ レタ リ.

之 等 腹 側腺 及 ビ背 側 腺 ハ 何 レモJacob. Organ外

壁 ノ中央 部 ヨ リ尾 方 部 ニ多 ク 田現 ス ル モ 其 ノ中

1-2箇 ハ 口方 部 ニ モ現 ハ レタ リ.サ レ ド其 ノ發 育

ノ状 尾方 部 ノモ ノ進 化 シ テ口方 部 ノ モノ稍 々後 レ

タ リ.

75倍 模 型 ニ於 テ計 測 スル ニ右Jacab. Organノ

Fig. 17.

der Model des Jacobson'schen Organs . Lateralansicht vom Stadium 8. Vergs. 75 fach.
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長 サ バ19cmニ 達 シ,其 ノ最 大腹 背 徑 ハ37mm,

最 大 内 外徑18mmニ 達 ス.

斯 ク ノ如 キJacob. Organハ 口尾 ノ方 向 ニ延 長

シ其 ノ 口方 端 ハ圓 管 状 ノAusfuhrungsgangト ナ

リテ鼻 腔 内壁 ノ 口方端 ニ於 テ鼻 腔 底 ニ近 キ部 ニ開

口 ス(Fig. 17).

コノJacob . OrganトJacobsonscher Knorpel

トノ間 ニ ハ結 締 織 ノ粗 鬆 ナ ル ア リテ茲 ニ多 數 ノ血

管 ノ出現 スル ヲ見 ル.

4. 總 括 及 ビ 考 察

以上 ノ所 見 ニ ヨ リ考按 ス ル ニ海 〓 胎 兒 ニ於 ケル

Jacob. Organノ 初 發 原 基 ハ 頂 臀 徑7mmノ 胎 兒

ニ於 テ嗅 窩 ノ正 中側壁Divertikel-bildungト シ

テ現 ハ レ其 ノ際壁 ノ肥 厚 ヲ伴 フ.之 ヲRatteガ

6.2mmノ 胎 兒 ニ於 テ ハJac. Organノ 初 發 原 基

ガ嗅 窩 正 中 側壁 ノ1小 膨 出 トシ テ現 ハ レMausニ

於 テハ4.0mm胎 兒 ノ嗅 窩 正 中側壁 ノー 肥 厚 トシ

テ現 ハ ル コ ト等 ニ比 較 シ テJac. Organノ 初發 原

基 形 成 時 期 及 ビ機 轉 動 物 ニ依 リテ多 少 ノ差 異 アル

ヲ認 メラ ル.

次 ニ コ ノ初 發原 基 ヨ リ管腔 形 成機 轉 ニ關 シ テハ

海 〓 胎 兒 ニア リテハ 尾 端 ヨ リ口方 ニ進 行 シ且 鼻腔

壁 ヨ リノ分離 背 側 ニ常 ニ腹 側 ヨ リ先 行 スル コ トハ

顯 微 鏡 的竝 ニ模 型 ニ就 テ モ觀 察 セ ラル ル所 ニ シ テ

コ ノ所 見 ハ既 ニRatte及 ビMaueノ 胎 兒ニ 於 テ

モ認 メ タル 所 ナ リ.海 〓胎 兒 ニ於 テ モ頂 臀 徑8mm

(Nr. 7)ノ 胎 兒 ニ於 テ コ ノ所 見 ヲ認 メ タ リ.頂 臀

徑7mm(Nr. 3)ノ 胎 兒 ニテハJacob. Organノ

初 發 原 基 ノ壁 ハ 何 レノ部 分 モ略 ボ相 似 タル 厚 サ ヲ

有 スル モ8mm(Nr. 7)ニ 至 ラバ 内 背 側壁 ガ腹 外

側 壁 ニ比 シ テ稍 々厚 サ ヲ増 ス.コ ノ所 見 モ亦Ratte

及 ビMaus胎 兒 ニ於 テ モ認 メ ラル ル所 ナ リ.海 〓

胎 兒10.5mm(Nr. 8)ニ 於 テハJacob. Organノ

頭 方 部 ハ 既 ニ完 全ナ ル管 腔 ヲ形 成 シ其 ノ横 斷 面 ハ

稍 々圓 形 ニ シテ長 徑 ハ背 外 方 ヨ リ腹 内 方 ニ向 ヒテ

其 ノ内腔 モ未 ダ狹 小 ナルSpaltformigナ ノレモ其 ノ

内背 側 壁 ハ 稍 々厚 ク シ テ既 ニSinnesepithelノ

Anlageト ナ ル ベ キ素 地 ヲ有 セ リ.頂 臀徑11.0mm

(Nr. 23)ニ 於 テハJacob. Organノ 管 腔 ハ伸 長

増 大 シ横 斷 面 ハ橢 圓 形 ヲ呈 シ テ背 内 側壁 ハ愈 々厚

ク膨 隆 シ腹 外 側壁 ハ薄 ク シ テ輕 度 ノ陷 入 ヲ認 ム.

頂 臀 徑15mm(Nr. 2)ニ 於 テ ハJaob. Organハ

定 全 ナル 管腔 ヲ形 成 シ棍捧 状 ヲ呈 シ背 内方 ヨ リ腹

外 方 ニ扁 平 ニシ テ 内外 壁 ノ厚 サ ノ差 ハ益 々増 大 シ

外 側 ノ溝 モ甚 ダ 明瞭 トナ リ.殆 ド頭 端 ヨ リ尾方 ニ

近 キ部 位 マデ連 續 出現 ス.頂 臀 徑17mm(Nr. 11)

ニ至 リテ附 屬 腺 ノ出現 ヲ認 ム.海 〓 胎 兒 ニ ア リテ

ハ 先 ヅ終端 腺 出現 スル モMaus胎 兒 ニ於 テハ終 端

腺 ト腹 側腺 殆 ド同 時 ニ發 現 シRatte胎 兒 ニ ア リテ

ハ 腹 側 腺先 ヅ出現 ス.管 腔 ノ複 内側 壁 益 々其 ノ厚

サ ヲ増 シ多 層 ノ圓柱 上皮 タルSinnesepithelヲ 以

テ 成 リ背 側壁 ハ2-3層 ノRespirationsepithel

ニ テ成 リ管 腔 尾方 部 ハ 多少 ノ捻轉 ヲ伴 フ.コ レ等

ノ所 見 ハMaus,Ratteノ 胎兒 ニ於 テモ認 メタル

所 ナ リ.頂 臀 徑30mm(Nr. 24)ノ 胎兒 ニ於 テハ終

端 腺 ノ他 ニ背 壁 腺 及 ビ腹 壁腺 出現 スル モ終 端腺 ハ

最 モ ヨク發 育 分化 シ之 等 ノ腺 ハ管 腔 壁 ノSinnese-

pithelトReapirationaepithelト ノ境 界 部 ニ結合

交 通 セ ル コ トハRatte及 ビMaus胎 兒 ニモ認 メ

タル所 ト同樣 ナ リ.頂 臀 徑56mm胎 兒 ニ至 ラバ

終端 腺 ハ左 右 共 ニ5箇 出現 シ著 シク 伸長 シ背側 腺

ハ 右 側5箇,左 側5箇,而 シ テ腹 側 腺 ハ右 側6箇,

左 側7箇 ノ 出現 ヲ見,其 ノ大 サ不 同ナ リ.而 シテ

海〓 ニ於 テ ハ終 端 腺 最 モ ヨク發 育 分化 シ次 デ腹 側

腺ニ シ テ背 側腺 ハ最 モ其 ノ發 育 遲 レタ リ.Ratte

胎 兒 ニ於 テ ハ腹 側 腺 最 モ發 育 シ,次 ニ終 端 腺 ニシ

テ背 側 腺 出現 セ ズ.Mausニ 於 テハ終 端 腺最 モ發

育 シ次 ニ背 側腺 及 ビ腹 側 腺 同程 度 ノ發 育 ヲ見 ル.

Jacob. Organノ 開 口部 ハRatte及 ビMausト 同

ジ ク鼻 腔底 ニ近 キ鼻 腔 ニ開 口 ス.

海 〓 ニ於 テ ハJacob. Organノ 外方 ニ數 多 ノ血

管 ヲ認 ムル モRatteニ ア リテ ハ1本 ノ大 ナル血管

ノ走 行 ヲ認 ム.
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5. 結 論

1) 海 〓胎 兒 ニ在 リテ ハJacob. Organノ 初 發

原基ハ頂 臀徑7mm胎 兒 ノ嗅 窩 正 中側壁 ノDiver-

tikal-bildungト シ テ 發生 シ其 ノ際 多 少 ノ壁 ノ肥

厚 ヲ伴 フ.

2) Jacob. Organノ 管 腔 形 成 機 轉 ハ 頂臀 徑

8mm胎 兒 ニ於 テ其 ノ尾端 ヨ リ開 姶 セラ レ次 第 ニ

口方 ニ進行 ス.

3) 管腔壁 ノ分 化ハ頂 臀 徑10.5mm胎 兒 ニ於 テ

既ニ現ハ レ内背 側壁 ハ厚 ク外 腹 側壁 ハ 薄 シ.

4) 頂臀 徑11.0mm胎 兒 ニ於 テ 始 メ テ 背 外 側

壁 ニ溝 ノ出現 ヲ認 ム.頂 臀 徑15mm胎 兒 ニ於 テ

Jacob. Organハ 完 全 ニ管 腔 ヲ形成 セ リ.

5) 海〓胎兒ニ於 テハ終端腺最モ夙ク出現シ,

頂臀徑17mm胎 兒 ニ於テ既ニ其ノ初現ヲ認 メ腹

側腺 コ レニ次 ギ 背 側腺 最 モ遲 ク發 生 ス.

6) 管腔 ノ背内側壁ハ多層圓柱上皮 ヨリ成リ腹

外側壁ハ薄キ1-2層 ノ圓柱上皮 ヲ被 リ附屬腺 ハ

常 ニ兩 者 ノ境 界 部 ニ結 合 交通 セ リ.

擱筆ニ臨 ミ御懇篤ナル御指導竝ニ御校閲ノ

勞 ヲ賜 リタル恩師敷波教授ニ謹 ミテ深謝 スル

ト共 ニ種 々御 助 言 ヲ賜 リタ ル金津 助 教授 ニ深

甚 ナ ノレ謝 意 ヲ表 ス.
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前 篇 ニ 同 ジ.

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Morphogenetische Studien uber das Jacobsonsche Organ bei Saugetieren.

                        III. Mitteilung.

Untersuchungen bei Embryonen von Meerschweinchen.

Von

Masakazu Fujii.

Eingegangen am 1. Februar 1941.

In dieser Abteilung hat der Verf. die Entwicklung des Jacobsonschen Organes bei 8

Embryonen der Meerschweinchen von 7,0mm ab bis zu 56,0mm Sch. -St. -L. systematisch

und morphogenetisch untersucht . Aus dem Vergleich der Ergebnisse mit den vorherge.

henden kam er zu folgendem , Schlues:
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1) Bei Embryonen von Meerschweinchen ist die erste Spur des Jacobsonschen Organ-

es als eine Divertikelbildung an der medialen Wand des Sulcus Olfactorius bei einem

Embryo von 7,0mm Sch. -St. -L. angedentet. Beim Auftritt dieser Anlage nimmt die

mediale Wand mehr oder weniger an Dicke zu.

   2 ) Das Lumen des Jacobsonschen Organes tritt bei einem Embryo von 8,0mm Sch.

-St. -L. zunachst am kaudalen Ende des Embryos auf und entwickelt sich dann allmahlich

oralwarte hin.

3) Die Differenzierung der Lumenwand findet schon bei einem Embryo von 10,5mm

Sch. -St. -L. statt. In diesem Stadium ist die dorsale Innenwand des Lumens dick, wah-

rend die ventrale Aussenwand des Lumens eine ausserordentlich dunne ist.

   4) Erst bei einem Embryo von 11,0mm Sch. -St. -L. wird eine Furche auf der Aussen-

wand beobachtet.

5) Das Lumen des Jacobsonschen Organes gelangt bei einem Embryo von 15,0mm

Sch. -St. -L. zur vollen Entwicklung.

6) Bei Embryonen von Meerschweinchen kommt die Enddruse am fruhesten zum

Vorschein. Ihre erste Spur ist bei einem Embryo von 17,0mm Sch. -St. -L. erkennbar.

Etwas epater tritt die ventrale Druse in die Erscheinung, am spatesten die dorsale Druse.

7) Die dorsale Innenwand des Lumens besteht aus einem mehrschichtigen Zylinder-

epithel. Die ventrale Aussenwand ist mit einem dunnen, einoder zweischichtigen. Zylinder-

epithel uberzogen. Die Nebendruse hangt kontinuierlich mit dem Grenzteile der beiden

Drusen zusammen und kommuniziert mit ihnen. (Autoreferat)
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